
令和７年度 錫山中グループ 

小・中連携研修会実施報告 
 
１ 令和７年度の研究テーマ 

心身ともに健康で，学校生活を楽しむ児童生徒の育成 

～ 個に合わせた支援を通して追究する「学びの楽しさ」 ～ 
 

２ テーマ設定の理由 

本校の学校教育目標は，「『仁（思いやり）の心，豊かな創造力，健やかな体』をもち，自ら学び，主

体的にたくましく生きる力を備えた児童生徒の育成」である。この学校教育目標を具現化するために，

「一人一人の学びを支援する教育」や「個に応じた指導」を充実させ，児童生徒に学ぶ楽しさを味わわ

せるとともに自己肯定感を高め，やる気と自信を育み，個のよさを引き出したいと考えた。 

 

３ 令和７年度 小・中連携研修会の実際 

⑴ 研究授業（中学校） 

・ 令和７年 ６月１６日（月）   第２学年 英語「NEW HORIZON２ Unit３ Part１」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ⑵ 研究授業（小学校） 

・ 令和７年１１月１７日（月）  第１・２学年 算数「ひきざん：１年，かけ算（２）：２年」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  【成果と課題】 

   ○ 小学校と中学校のそれぞれで研究授業を実施し，授業研究に全職員で取り組むことで，児童

生徒のきめ細やかな見取りと，学年の系統性を考えた授業の在り方について検討できた。 

   ○ 授業研究は，「ＩＲ法」で実施し，教師が目指している「児童生徒像」をもとに，児童生徒

一人一人の学びに焦点をあてて検討することができ，有意義であった。 

   ▲ 個別の支援の在り方については，常に見直していく必要がある。 
 

個別の課題に取り組む姿 ＩＲ法による授業研究 

主体的に問題解決に取り組む姿 教師との解決方法の確認 



⑶ グランドデザインについての意見交換 

  ・ 令和７年 ７月２２日（火） 

   ⇒ 『鹿児島市立学校 非認知能力向上プロジェ

クト』を踏まえて，本校の教育活動を「非認

知能力の育成」という視点から振り返った。 

これより，錫山小・中学校の強みを共有す

るとともに，今後，より効果的な教育活動を

展開するための方法を考える場にしたいと考

えた。 
 

【挙げられた意見のまとめ】 

高めたい非認知能力 本校の強み 

自己肯定感 

☆ 少人数であること 

・ 一人一人に声を掛けやすい。（教師の声掛けで「価値付け」ができる。） 

・ 学校行事の際に一人一人が担う役割も多く，経験をたくさん積ませること

で，成功体験を得やすい。 

・ 個に応じた対応がとりやすい。 

主体性 

☆ 「複式学級」のよさ 

・ 自分たちで学習を進める必要があるため，主体性を育みやすい。 
 

☆ 各種教育活動 

・ 中学校は「朝のボランティア活動」や「生徒会」の活動を中心に，自分たち

で企画・運営する場を設定しやすい。 

協働性 
（コミュニケーション力） 

☆ 小中合同で取り組む活動が複数ある。 

・ 行事の内容を工夫することで，話合いをはじめ，互いに協力する場を設定で

きる。 

・ 「ふれあい活動」や「清掃」において，縦割りで活動することで，異学年交

流や小中交流が生まれる。 

※ 話合いを通して出てきた「誰もが主役になれる」というキーワードを，来年度の教育課程編成にも生

かすことができた。 

 

 ⑷ 学力分析 

  ・ 令和７年 ８月２１日（木） 

   ⇒ 全国学力・学習状況調査の分析報告（小６，中３） 
 
  ・ 令和８年 ３月 ９日（月） 

   ⇒ 鹿児島学力・学習状況調査の分析報告（小５，中１，中２） 
 
  ※ いずれも「個人」の結果を分析し，これからの学習指導の在り方について，全職員で検討した。 

 

 ⑸ 個人の取組の共有 

  ・ 令和８年 ３月 ９日（月） 

   ⇒ 研究テーマを追究するにあたり，担任する児童生徒の発達段階や教科の特性を踏まえた手立てを

考える必要がある。そこで，本校では教員それぞれが「個人テーマ」を掲げ，１年を通して様々な

実践をし，年度末にその内容を共有できるようにしている。 

 

⑹ 児童生徒に関する情報共有 

  ・ 毎月の取組（職員会議後） 

   ⇒ 全児童生徒の学習面・生活面の状況等についての報告や質疑応答を通して，小・中学校全職

員が情報共有できるようにしている。 


